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教
育
長　

学
校
行
事
等
だ
け
で

な
く
、
防
災
訓
練
等
を
通
じ
た

地
域
の
方
と
の
交
流
な
ど
で
理

解
促
進
を
図
っ
て
い
る
。

議
員
　
交
通
安
全
の
取
り
組
み

や
特
殊
詐
欺
な
ど
に
つ
い
て
周

知
活
動
が
行
わ
れ
て
い
る
が
、

犯
罪
被
害
ゼ
ロ
に
向
け
た
警
察

署
と
連
携
し
た
取
り
組
み
に
つ

い
て
所
見
を
伺
う
。

市
長
　
三
鷹
警
察
署
と
は
本
年

３
月
に
「
三
鷹
市
安
全
安
心
の

ま
ち
づ
く
り
に
関
す
る
覚
書
」

の
締
結
等
連
携
に
努
め
て
い

る
。
今
後
も
情
報
共
有
を
図
り

連
携
を
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員
　
町
会
・
自
治
会
等
は
、

役
員
の
高
齢
化
や
人
材
不
足
、

加
入
者
の
減
少
、
活
動
資
金
の

不
足
な
ど
様
々
な
課
題
を
抱
え

て
い
る
。
課
題
解
決
や
発
展
に

は
、
団
体
間
の
連
携
や
交
流
が

有
効
だ
。
支
援
策
を
伺
う
。

市
長
　
今
後
も
「
が
ん
ば
る
地

域
応
援
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
よ

う
な
町
会
・
自
治
会
等
の
先
進

的
な
取
り
組
み
の
紹
介
や
新
た

な
連
携
の
支
援
を
行
い
た
い
。

議
員
　
町
会
・
自
治
会
等
の
連

携
強
化
に
お
い
て
は
、
連
合
会

組
織
が
必
要
だ
。
所
見
を
伺
う
。

市
長
　
町
会
・
自
治
会
等
が
自

主
的
・
自
発
的
に
つ
く
る
こ
と

が
望
ま
し
い
と
考
え
て
い
る
。

議
員
　
少
子
化
や
核
家
族
化
、

住
民
間
の
交
流
の
希
薄
化
が
問

題
視
さ
れ
て
い
る
今
、
子
ど
も

会
の
重
要
性
を
再
認
識
し
、
充

実
・
発
展
に
努
め
る
べ
き
だ
。

子
ど
も
政
策
部
長
　
子
ど
も
会

は
、
核
家
族
傾
向
に
あ
る
現
代

に
お
い
て
大
切
な
役
割
を
担
っ

て
い
る
。
様
々
な
形
で
継
続
に

向
け
て
支
援
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
他
の

老
人
ク
ラ
ブ
や
町
会
等
と
も
連

携
し
て
活
動
す
る
こ
と
に
よ

り
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
に

も
大
き
く
貢
献
し
て
い
る
。
老

人
ク
ラ
ブ
の
現
状
と
課
題
、
活

動
の
意
義
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
高
齢
者
人
口
は
増
加
傾

向
に
あ
る
が
、
会
員
数
の
増
加

に
は
つ
な
が
っ
て
い
な
い
。
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団
体
が
活
動
し
、
そ
の
多
く
の

ク
ラ
ブ
が
健
康
づ
く
り
を
意
識

し
て
お
り
、
健
康
長
寿
の
取
り

組
み
の
良
き
実
践
例
で
あ
る
。

議
員
　
市
は
、
こ
れ
ま
で
の
児

童
館
を
多
世
代
交
流
セ
ン
タ
ー

と
し
て
、
世
代
間
の
交
流
や
見

守
り
が
生
ま
れ
る
空
間
を
目
指

す
と
し
て
い
る
。
多
世
代
交
流

セ
ン
タ
ー
に
お
け
る
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
の
充
実
・
発
展
に
向

け
た
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長　

多
世
代
交
流
が
進
む
こ

と
に
よ
っ
て
、
高
齢
者
が
地
域

の
子
ど
も
た
ち
か
ら
元
気
を
も

ら
い
、
自
身
の
経
験
を
活
か
せ

る
よ
う
な
仕
組
み
づ
く
り
を
協

働
で
進
め
て
い
き
た
い
。

議
員
　
就
労
の
場
の
男
女
平
等

の
推
進
に
つ
い
て
、
市
職
員
の

管
理
職
に
占
め
る
女
性
の
割
合

を
30
％
と
す
る
最
終
目
標
達
成

の
た
め
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

市
長　

本
年
４
月
に
中
期
目
標

25
％
を
達
成
し
た
。
今
後
も
昇

任
選
考
の
募
集
時
に
育
児
休
業

等
を
取
得
し
た
場
合
の
キ
ャ
リ

ア
モ
デ
ル
を
示
す
な
ど
目
標
値

の
達
成
に
向
け
努
力
し
た
い
。

議
員　

仙
台
市
は
多
様
性
に
配

慮
し
た
避
難
所
運
営
に
関
す
る

テ
キ
ス
ト
を
作
成
し
て
い
る
。

避
難
所
運
営
で
女
性
が
リ
ー
ダ

ー
シ
ッ
プ
を
発
揮
で
き
る
よ
う

な
研
修
が
必
要
で
は
な
い
か
。

市
長
　
大
変
重
要
な
視
点
と
考

え
て
い
る
。
今
後
も
、
被
災
地
で

有
用
で
あ
っ
た
手
法
等
を
学
び

な
が
ら
工
夫
し
て
い
き
た
い
。

議
員
　
男
女
平
等
参
画
情
報
提

供
コ
ー
ナ
ー
は
、
担
当
窓
口
の

移
動
に
伴
い
、
機
能
の
拡
充
が

図
ら
れ
て
い
る
の
か
伺
う
。

企
画
部
長
　
移
動
前
と
機
能
の

大
き
な
変
化
は
な
い
が
、
開
庁

時
に
は
執
務
室
の
扉
を
開
け
て

お
く
な
ど
、
市
民
が
気
軽
に
立

ち
寄
れ
る
環
境
を
整
え
た
い
。

議
員
　
外
環
道
工
事
の
被
害
か

否
か
を
判
断
す
る
た
め
、
市
内

の
工
事
区
域
で
行
わ
れ
る
家
屋

事
前
調
査
の
進
捗
状
況
及
び
調

査
結
果
の
報
告
状
況
を
伺
う
。

広
域
ま
ち
づ
く
り
等
担
当
部
長

調
査
対
象
２
千
件
の
う
ち
約
７

割
が
終
了
し
た
。
仙
川
以
南
地

域
で
は
報
告
書
が
所
有
者
に
提

出
さ
れ
て
お
り
、
中
央
ジ
ャ
ン

ク
シ
ョ
ン
地
域
も
間
も
な
く
取

り
ま
と
ま
る
と
聞
い
て
い
る
。

議
員
　
博
多
駅
前
の
路
面
陥
没

事
故
を
受
け
、
緊
急
避
難
計
画

策
定
へ
と
国
が
動
き
出
し
た
。

本
市
の
対
応
状
況
を
伺
う
。

広
域
ま
ち
づ
く
り
等
担
当
部
長

本
年
３
月
に
事
業
者
と
意
見
交

換
を
行
っ
た
。
市
民
の
安
全
確

保
が
図
れ
る
よ
う
関
係
機
関
と

連
携
し
適
切
に
対
応
し
た
い
。

議
員
　
大
深
度
地
下
を
掘
進
す

る
シ
ー
ル
ド
マ
シ
ン
の
現
在
地

な
ど
、
工
事
の
進
捗
状
況
を
分

か
り
や
す
く
公
表
す
べ
き
だ
。

広
域
ま
ち
づ
く
り
等
担
当
部
長

事
業
者
が
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
す
る
予
定
と
聞
い
て
い
る
。

議
員
　
本
年
、
三
鷹
中
央
防
災

公
園
・
元
気
創
造
プ
ラ
ザ
整
備

事
業
が
完
了
し
た
ば
か
り
で
あ

る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
市
庁
舎

建
替
え
を
進
め
る
方
針
は
同
意

で
き
な
い
。
昨
年
９
月
に
発
足

し
た
「
市
庁
舎
等
建
替
え
に
向

け
た
基
本
的
な
枠
組
み
に
関
す

る
研
究
会
」
の
議
事
録
が
公
開

さ
れ
な
い
の
は
な
ぜ
な
の
か
。

市
長
　
研
究
会
の
内
容
は
、
総

務
委
員
会
で
報
告
し
、
３
月
に

取
り
ま
と
め
た
中
間
報
告
書
も

市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
を
通
じ

総
務
部
長
　
調
布
飛
行
場
に
加

え
て
第
一
中
学
校
が
ヘ
リ
コ
プ

タ
ー
の
発
着
場
に
指
定
さ
れ
、

今
後
活
用
が
期
待
で
き
る
。

議
員
　
小
・
中
学
校
で
は
、
都

職
員
と
市
職
員
が
一
緒
に
仕
事

を
し
て
い
る
。
学
校
教
育
に
お

け
る
都
と
の
連
携
に
つ
い
て
、

現
状
と
課
題
を
伺
う
。

教
育
長
　
都
か
ら
の
教
育
内
容

に
関
す
る
情
報
提
供
や
都
委
託

事
業
の
推
進
等
に
よ
り
連
携
を

図
っ
て
い
る
。
教
員
が
人
事
異

動
で
市
に
転
入
し
た
場
合
、
三

鷹
の
教
育
へ
の
理
解
を
い
か
に

深
め
る
か
が
課
題
で
あ
る
。

議
員
　
市
の
特
色
な
ど
を
教
員

に
理
解
を
深
め
て
も
ら
う
た

め
、
ど
の
よ
う
な
指
導
を
行
っ

て
い
る
の
か
。

議
員
　
市
が
市
民
満
足
度
の
向

上
の
た
め
様
々
な
課
題
に
取
り

組
む
場
合
、
市
独
自
で
解
決
が

困
難
な
課
題
に
は
、
国
・
都
と

の
連
携
が
必
要
と
考
え
る
。
国

と
の
連
携
と
し
て
、
災
害
時
に

お
け
る
自
衛
隊
と
の
連
携
に
つ

い
て
所
見
を
伺
う
。

市
長
　
三
鷹
市
防
災
会
議
の
委

員
へ
の
委
嘱
や
総
合
防
災
訓
練

へ
の
参
加
等
を
通
じ
て
連
携
し

て
い
る
。
今
後
も
、
防
災
に
関

し
て
自
衛
隊
と
は
日
常
的
に
緊

密
な
連
携
を
進
め
て
い
く
。

議
員
　
自
衛
隊
の
特
色
は
、
ヘ

リ
コ
プ
タ
ー
を
保
有
し
、
ピ
ン

ポ
イ
ン
ト
で
救
助
作
業
が
で
き

る
こ
と
が
挙
げ
ら
れ
る
。
ヘ
リ

コ
プ
タ
ー
の
発
着
場
所
確
保
に

つ
い
て
方
向
性
を
伺
う
。

で
庁
舎
等
建
設
基
金
20
億
円
の

積
み
立
て
を
行
っ
た
。
総
事
業

費
の
見
込
み
を
伺
う
。

市
長
　
建
替
え
の
規
模
や
事
業

手
法
等
を
検
討
中
の
た
め
、
現

時
点
で
は
未
定
だ
。

議
員
　
市
は
、
平
成
21
年
５
月

に
独
立
行
政
法
人
都
市
再
生
機

構
（
Ｕ
Ｒ
）
と
、
都
市
再
生
の

推
進
に
関
す
る
基
本
協
定
を
締

結
し
て
い
る
が
、
市
庁
舎
建
替

え
は
Ｕ
Ｒ
と
協
働
で
事
業
を
進

め
る
考
え
な
の
か
問
う
。

市
長
　
現
時
点
で
は
未
定
だ
。

議
員　

市
の
財
政
状
況
で
、
大

規
模
な
事
業
を
行
う
余
裕
は
あ

る
の
か
。
今
年
度
中
の
基
本
構

想
の
策
定
は
拙
速
で
な
い
か
。

市
長
　
経
費
の
点
か
ら
も
市
民

の
理
解
が
必
要
だ
。
現
時
点
で

の
論
点
を
整
理
し
、
課
題
や
工

程
表
等
を
市
民
に
示
し
た
い
。

て
情
報
提
供
に
努
め
て
い
る
。

議
員　

研
究
会
の
研
究
員
が
、

20
人
中
14
人
も
市
の
職
員
で
あ

る
理
由
を
伺
う
。

市
長
　
14
人
は
市
の
現
状
も
踏

ま
え
た
意
見
交
換
の
た
め
に
、

防
災
、
福
祉
な
ど
幅
広
い
分
野

の
部
課
長
を
充
て
た
。

議
員
　
平
成
９
年
と
23
年
の
耐

震
補
強
工
事
に
よ
り
、
耐
震
性

能
は
確
保
さ
れ
て
い
る
。
全
事

業
の
中
で
市
庁
舎
建
替
え
を
最

優
先
に
す
る
理
由
と
は
何
か
。

市
長　

現
庁
舎
等
は
築
50
年
以

上
経
過
し
、
更
な
る
耐
震
性
向

上
や
機
能
的
な
充
実
等
に
は
、

部
分
的
な
改
修
で
は
対
応
で
き

な
い
。
市
は
多
様
な
行
政
を
進

め
て
お
り
、
市
庁
舎
建
替
え
は

最
優
先
で
は
な
い
が
、
重
要
な

課
題
と
認
識
を
し
て
い
る
。

議
員
　
３
月
の
補
正
予
算
の
中

議
員
　
三
鷹
市
立
特
別
養
護
老

人
ホ
ー
ム
ど
ん
ぐ
り
山
及
び
三

鷹
市
高
齢
者
セ
ン
タ
ー
ど
ん
ぐ

り
山
の
廃
止
方
針
が
打
ち
出
さ

れ
、
市
民
か
ら
驚
き
や
、
存
続

を
求
め
る
声
等
が
寄
せ
ら
れ
て

い
る
。
ど
ん
ぐ
り
山
が
果
た
し

て
き
た
役
割
に
つ
い
て
伺
う
。

市
長
　
難
し
い
ケ
ー
ス
に
率
先

し
て
対
応
す
る
等
、
他
施
設
の

模
範
と
な
る
運
営
に
よ
り
、
大

き
な
役
割
を
果
た
し
て
き
た
。

議
員
　
こ
の
施
設
は
、
市
の
公

的
責
任
と
し
て
運
営
さ
れ
て
き

た
。
廃
止
さ
れ
た
ら
、
ど
こ
が

そ
の
役
割
を
果
た
す
の
か
。

市
長　

新
た
に
開
設
さ
れ
る
２

つ
の
民
間
施
設
も
含
め
、
各
施

設
と
連
携
を
図
り
、
十
分
な
対

応
が
取
れ
る
よ
う
努
め
た
い
。

議
員　

２
０
１
７
年
４
月
に
指

定
管
理
者
で
あ
る
社
会
福
祉
法

人
楽
山
会
か
ら
、
事
実
経
過
が

書
か
れ
た
文
書
が
議
員
に
渡
さ

れ
た
。
そ
の
中
に
次
期
指
定
管

理
の
辞
退
が
廃
止
の
検
討
に
つ

な
が
る
こ
と
は
本
意
で
は
な

く
、
存
続
に
つ
い
て
協
議
の
場

を
求
め
る
旨
の
記
述
が
あ
っ

た
。
ど
う
対
応
し
た
の
か
。

市
長
　
施
設
の
存
続
を
願
う
気

持
ち
は
理
解
し
た
。
し
か
し
、
行

政
と
し
て
、
市
全
体
の
福
祉
施

策
の
充
実
と
健
全
な
財
政
運
営

を
考
え
る
必
要
が
あ
り
、
最
終

的
に
は
協
議
の
場
で
廃
止
す
る

旨
を
伝
え
、
理
解
す
る
立
場
に

あ
る
と
の
返
事
を
も
ら
っ
た
。

議
員
　
楽
山
会
は
、
三
鷹
市
社

会
福
祉
事
業
団
へ
の
事
業
継
承

も
市
に
お
願
い
し
て
い
る
。
な

ぜ
困
難
だ
と
判
断
し
た
の
か
。

市
長
　
公
立
と
し
て
の
運
営
に

は
、
楽
山
会
で
す
ら
困
難
な
構

造
的
な
問
題
が
あ
り
、
別
の
事

業
者
で
も
担
え
な
い
と
、
事
業

団
の
検
討
も
経
て
、
判
断
し
た
。

議
員
　
ど
ん
ぐ
り
山
は
低
所
得

者
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
と

し
て
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。

廃
止
さ
れ
た
ら
、
低
所
得
者
は

ど
こ
が
受
け
入
れ
る
の
か
。

健
康
福
祉
部
長
　
利
用
料
は
国

基
準
で
運
用
さ
れ
て
お
り
、
ほ

ぼ
同
額
の
施
設
が
あ
る
。
ま

た
、
低
所
得
者
を
入
所
さ
せ
て

も
補
足
給
付
が
あ
り
、
運
営
上

に
影
響
は
出
な
い
と
考
え
る
。

一

般

質

問

　

６
月
１
日
、
２
日
の
本
会
議
で
、
21
人

の
議
員
が
、
市
政
全
般
に
つ
い
て
、
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
要
旨
は
次
の
と
お

り
で
す
。

特別養護老人ホームどんぐり山

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
伊
東
　
光
則
　
議
員

国
や
都
と
の
連
携
で

 
市
の
課
題
解
決
に
取
り
組
め

い
の
ち
が
大
事
　
伊
沢
　
け
い
子
　
議
員

市
庁
舎
建
替
え
は

 
ゼ
ロ
か
ら
議
論
し
直
せ

い
の
ち
が
大
事
　
嶋
﨑
　
英
治
　
議
員

特
養
ど
ん
ぐ
り
山
の
重
要
性
と

 
公
的
責
任
を
再
認
識
せ
よ

い
の
ち
が
大
事
　
野
村
　
羊
子
　
議
員

い
の
ち
と
暮
ら
し
が

 
尊
重
さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

自
由
民
主
ク
ラ
ブ
　
土
屋
　
健
一
　
議
員

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

 

充
実
・
発
展
に
向
け
た
支
援
を

がんばる地域応援プロジェクト発表会・交流会


